
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































１０.５９２０６,４９９ロ シ ア 人
４.７９９３,４７９ユ ダ ヤ 人




































１１.３４４３,６７２ユ ダ ヤ 人
１０.００３８,５２３ド イ ツ 人








































































































































































































































































































た 軍 人 で あ る。（

	
		

	

	


”
	

“	
１９４０１９４１：	

（）	
	
		
	（１９３８－１９４５）
	

	

	
１９９４１７３）
３０）	
１７８１８０
３１）鉤十時を表すラトヴィア語のひとつで，ペールコンスは雷，クルスツは十字を意味
する。組織については第Ⅲ章を見よ。
３２）４４７１９４１１　アイスサルギ（）は，１９１９年，とりわけ地方
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の治安維持のため，ラトヴィア臨時政府によって創設された祖国防衛隊を出発点と
する擬似軍事組織。名称は，ラトヴィア語の動詞（守る）に由来する。１９３４年の
ウルマニスの権威主義的独裁体制の成立と維持に大きな役割を果たした。ラトヴィ
アが独立を失う直前の１９４０年で，その隊員は約６万８０００人に達したが，共産党政権
への移行後，組織は解体され，幹部隊員の８０パーセントがシベリアに送られた。彼
らがボリシェヴィキに強い恨みを抱いていたことは言うまでもない。
３３）ブルシェンとは，ドイツ語のの複数形で，学生団体の正会員をさす。
３４）	

	
４４７月１日から２日にかけての夜に発生したユダヤ人に対する暴
行，殺害について（たとえば	

	
４７），これがペールコンクルスツやアイ
スサルギ，学生団体等のメンバーによる自発的行為であったか，あるいは，自発性
を見せかけつつ，裏にドイツ側の指示があったのか，いずれも史料的に裏付けるこ
とはできない。自身７月１日夜の暴行発生を記憶するヴェステルマニス氏によれば，
エゼルガイリスが後者の立場をとるのに対し，ヴェステルマニス氏が個人的に知る
リーガのホロコースト生存者は，いずれも前者の見解をとっているという。（‘ 
	

	
		
	：
	
				
	
	

	
１９９０４３４）
３５）	
	４４
３６）中央刑務所は，ユダヤ人のあいだでは「ツェントラルケ」と呼ばれた。
	

	
	
１９９８１３
３７）	


	
	５３
３８）	
				８６墓穴掘りをやらされたのは，中央刑務所の囚人だった。
３９）

：
	

	




	
	：	
	


２００１３５７
４０）ただし，ペイタウ・シナゴーグは旧市内の建物密集地にあったため，破壊されたが，放
火は免れた。
４１）４４７１９４１４
４２）	
		
	８０
４３）	


	
	５５
４４）		
		４６民兵隊にいたリヴォシュは，リトアニアから来たユダヤ人避難民
を目撃している。	
		
	１５
４５）	
２１９緯度の高いラトヴィアでは，７月の安息日は，かなり遅く午
後１０時頃に始まる。
４６）	
２２０
４７）	



	
	
１５７７１９４１　
ただし筆者が閲覧したのは，ユダヤ資料センターを兼ねるリーガのユダヤ博物館が
１９４１年リーガのユダヤ人とラトヴィア人　　（野村）
－２４５－
所蔵しているオリジナル史料の複写である。報告では，ヴェイス（）をと誤
記している。
　　　独ソ戦開始後，１９４１年１０月１５日までの状況を記したシュタールエッカーの報告
（	

１５	
１９４１	４５６）によれば，ダ
ウガヴァ川左岸での戦いでは，ドイツ軍に少なからぬ戦死者が出たが，ドイツ軍の
右岸上陸後，ラトヴィア人の補助警察部隊が設立され，彼らが敗走するソ連軍の追
撃や残兵狩りにあたった。そのため，ドイツ軍ではなく，ラトヴィア人から死傷者
が出た。ナチは，このようなラトヴィア人の部隊が，ラトヴィアの再独立要求に連
動するラトヴィア人の自立した軍隊組織に発展することを認めなかった。（
	
				１０３）
４８）クルゼメとゼムガレをカバーするクルリャンディア県（ロシア語）は，１７９９年にユダ
ヤ人定住地域に追加されたが，１８２９年に除外された。
４９）	
６０
５０）	
	
	
		
	
１８６０－１９１４	
	２００６６５
５１）橋本伸也「帝国・ユダヤ・教育経験　　１９世紀ロシア帝国におけるユダヤ人教育の
展開」，駒込武，橋本伸也編『帝国と学校』昭和堂，２００７年所収，４０ページ。
５２）	
５７
５３）１９１３年の調査で，ドイツ語を日常使用言語とする者が８万８２３人であるのに対し，民
族的帰属意識においてドイツ人と回答した者は６万８７７５人である。同様にロシア語
とロシア人については，前者が１１万６２０人，後者は９万８９５９人であった。ユダヤ人の
場合はこの関係が逆転し，民族的にユダヤ人と回答した者は３万３５９１人であるのに
対し，ユダヤ人の言語（イディッシュ語あるいはヘブライ語）の使用者は２万１７７１人で
あった。ラトヴィア語とラトヴィア人については，大きな差は見られない。（６１）
５４）	
	１１
５５）７０１９４０年にラトヴィアがソ連に併合されると，教育言語はロシア語となり，
ヘブライ語での教育は停止された。ラトヴィア語は，語学の授業でのみ教えられた。
（７７）
５６）（）	
１９１９－１９４０：	
	
		
	




	
		
		

２００２１８９　ヨシフス・シュテイマニスの英訳書『ラトヴィア・ユダヤ人の歴史』の
第１４章として収録された	
１９１９－１９４０は，１９４２年はじめにアメリカ
合衆国国務省に提出され，国務省の文書館に保存されていた小冊子である。記述内
容から，執筆時期は１９４０年６月のソ連によるラトヴィア占領後，独ソ戦開戦以前と
推定される。シュテイマニスの著書の第１３章でエゼルガイリスが解説しているとこ
ろによれば，執筆者はアメリカ在住の複数のラトヴィア・ユダヤ人と推定され，エ
ゼルガイリスは，マックス・ラセルソン（	
１８８７－１９５１）も関係している
S
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－２４６－
のではないかと見ている。ラセルソンは，イェルガヴァ生まれのユダヤ人で，法律
学者であるが，１９２２年１０月８日の第１回国民議会選挙で社会主義シオニストの政党
ヒタハドゥートの候補者として当選をはたし，以後，１９３１年まで国会議員としても
活動した。１９３４年のウルマニスによるクーデタ後，逮捕されるが，国外移住を条件
として解放され，パレスティナに移住，１９３９年，さらにアメリカ合衆国に移住し，
コロンビア大学で教鞭をとった。
　　　小冊子は，１９３５年に実施された人口調査に基づき，当時のラトヴィアのユダヤ人
の社会的・経済的状況を統計的に明らかにしている。本稿では，ユダヤ人の人口分
布や職業構成に関して，ほかに資料が入手できなかったかぎりで，この小冊子の統
計資料を利用した。
５７）これに対してラトヴィア第１の少数民族であるロシア人２０万６４９９人のうち，リーガ
に住むのは２万８３４６人にすぎない。
５８）	
１９１７	

	
	
１９７４２
５９）	
		
	
	
１９９５１０５
６０）	
７９１８７８年まで，ギルドへの加入は義務化されていた。
６１）８０
６２）（）	
１９１９－１９４０	１９１
６３）	

７４
６４）ペールコンクルスツと同じく鉤十時を表すラトヴィア語のひとつで，ウグンスは火
を意味する。
６５）	
	


８２エゼルガイリスは１８で１９３２年を
１９３３年と誤記している。
６６）	
	


８１
６７）
６８）アラーイス裁判で，１９４１年７月のリーガの警察本部でのアラーイスとドレスラーの
再会は，次のように記録されている。「ドレスラーは，軍隊時代のアラーイスを好意
的に記憶していた。というのも，彼も，彼のバルト・ドイツ人の同輩も，アラーイ
スには，ほかのラトヴィア人教官ほどいじめられなかったからである。ドレスラー
は，警察本部に集まっていたラトヴィア人のなかにアラーイスを見つけ出し，『ヴィ
クトル，生きていたのか！』と言いながら彼を抱きしめた。」（１８１）
６９）その方式は，たとえば共産党政権による懲罰的なブルジョアの財産剥奪とは異なり，
あくまでも国家による私企業の買い上げであった。
７０）	
	７３
付記：本稿は，科学研究費補助金基盤研究による研究「国家社会主義からの離脱・進化
の多様性：市場経済化の国際戦略・制御能力の比較研究」の研究成果の一部である。
S
